
























































より西本の優れた先行研究を頻繁に参照し，特に 2017 年 4 月 1 より大谷大学
に勤めるようになってからは，彼の生涯や功績の詳細を本格的に調査していた。















































































































































































































『Vinaya-saṃgraha（Chin. 根本薩婆多部律攝；Tib. ʼDul ba bsdus pa）』という「根本説



















































































































































1930b 『国訳一切経・印度撰述部・律部 9（摩訶僧祇律 2）』東京：大東出版社．
1931a 『国訳一切経・印度撰述部・律部 10（摩訶僧祇律 3）』東京：大東出版社．
1931b 『国訳一切経・印度撰述部・律部 11（摩訶僧祇律 4，解脱戒経，律二十二明
了論）』東京：大東出版社．
1932a 『国訳一切経・印度撰述部・律部 13（弥沙塞部和醯五分律 1）』東京：大東
出版社．
1932b 『国訳一切経・印度撰述部・律部 14（弥沙塞部和醯五分律 2）』東京：大東
出版社．
1933a 『国訳一切経・印度撰述部・律部 19（根本説一切有部毘奈耶 1）』東京：大
東出版社．
1933b 『国訳一切経・印度撰述部・律部 20（根本説一切有部毘奈耶 2）』東京：大
東出版社．

































































1958b 「親鸞と戒律」八重樫昊編『現代語訳：しんらん全集』第 10 巻（研究篇），
東京：普通社，164-178.
1959	  「律宗」『日本佛教の宗派 1：講座仏教Ⅵ』東京：大藏出版，107-140.
1960a 「往生」『現代法話集Ⅲ：教学研究所編』京都：大谷出版社，100-104.
1960b 「梵網経戒相の批判研究」『印度学仏教学研究』8（2）：433-439.







1969a 「推薦の辞」（文章自体は昭和 30 年 3 月 10 日に書かれたもの）増田臣也『梵
文波羅提木叉経』東京：仏教書林中山書房．







1972	  「大乗通暁の善人」『真宗大谷派教学大会紀要』昭和 48 年度：30.
　こうして西本の業績を一覧にして見ると，彼の研究成果は『四分律』を扱っ
たもの（e.g., 1933g, 1938a, 1938b, 1955, 1956a, 1959, 1964）といわゆる「大乗戒」を















































明治 21（1888）年 3 月 20 日に生まれた。出生地は，福井県の久濟寺であって
『真宗人名辞典』に記された「京都上賀茂」ではない。福井における出生後，
西本はどういうわけか北海道の函館に移り住んだようで，1906 年（明治 39）
（西本 18 歳）に，北海道庁立函館中学（現在の函館中部高等学校）を第 8 期生と












書簡の日付からは，西本が 1912 年（明治 45）7 月と 1914 年（大正 3）1 月の時
点ではまだ千葉にいたことが分かる。また，大正 2 年度の『真宗大谷大学一
覧』の中の卒業生名簿には，西本の現職が「千葉駐在」と記されている一方で
（cf. 脚注 49）大正 4 年度のものでは，現職は「研究科在学」となっている。し
たがって，西本が千葉教院にいたのは，1912 年（明治 45）から 1914 年（大正










































　1918 年（大正 7）6 月に真宗大谷大学の専門科を卒業し「擬講」にもなった
西本は，翌 1919 年（大正 8）9 月（西本 31 歳）に京都真宗中学校（現在の大谷中
学）に教員として就職するものの，1922 年（大正 11）8 月には依願退職してい
る。そして同年に「四等族賞」をうけた後，翌 1923（大正 12）年 5 月には「稟
授一級」を受けるとともに，大谷大学の事務職員に就任したことが『宗報』に
おいて確認される。西本が 1922 年 8 月に京都真宗中学校を退職し，約半年後






















当時の学生便覧（『大谷大學要覧』）を見ると，1925 年度（大正 14），1927 年度







































































に関する情報は一切掲載されない）。なお西本が 1933 年（昭和 8）から 1942 年（昭
和 17）までの間「非常勤」の勤めとして大谷大学において教壇に立つ一方で，
「常勤」の勤めとして何をしていたのかは定かではないが，『真宗』昭和 16 年




























務についていたようである。1950 年（昭和 25）（西本 62 歳）には，鹿児島別院
の輪番（別院を統括する役割）および鹿児島教務所の所長という役職についてい
る。続けて同年に鹿児島より京都に戻り，今度は東本願寺の内務局に出仕して







者紹介では，西本は内務局への出仕を辞した翌年にあたる 1951 年（昭和 26）
から 1961 年（昭和 36）までの 10 年間その任についたとされているが，『真
宗』においては，彼がいつ講師に就任し，いつ退職したのかという点を明確に
示す情報は確認できなかった。しかしながら，西本が少なくとも 1953 年（昭
和 28）から 1957 年（昭和 32）までその任についていたことは別の資料によっ
て確認することができる。1954 年 9 月に創刊され 1957 年 11 月（第 6・7 号合併
号）まで続いた専修学院が発刊した『親鸞聖人論攷』という学術誌において
「学内彙報」が掲載されており，そこに西本の名前が散見されるのである。ま
た 1959 年（昭和 34）と 1960 年（昭和 35）の時点においても西本が専修学院の
講師であったことは確かであると言える。なぜならば『真宗』昭和 34 年 3 月
号（no. 664）に掲載された専修学院の入学案内には，当時の講師が一覧で示さ
れており，そこに「仏教学・仏教史　西本龍山」というように西本の名前が確














教の宗派Ⅳ』の改訂版の記述に従って，1951 年（昭和 26）の 4 月から 1960 年
（昭和 35）の 3 月までとしておく。
　専修学院の講師であった期間中の 1955 年 7 月（昭和 30）（西本 67 歳）に，西
本は真宗大谷派の安居の講師をつとめている（次講）。講本は『四分律』であ
















なれば，1943 年以降 1955 年までの間に，彼の学階は擬講から嗣講へと一段階














1906（ 明治 39）　北海道庁立函館中学卒業（第 8 期）
1911（ 明治 44）07　真宗大学本科卒業（第 18 回・第 2 部）
1912（ 明治 45）-1914（ 大正 3）　千葉教院（現在の浄願寺の前身）に駐在
1914（ 大正 3）09　律研究を始める
1915（ 大正 4）-1918（ 大正 7）　真宗大谷大学　研究科（卒業）（「佛教戒律の研究」）
1918（ 大正 7）　擬講となる
1919（ 大正 8）-1922（ 大正 11）08　京都真宗中学校（現大谷中学）教員
1922（ 大正 11）　「四等族賞」をうける
1923（ 大正 12）-1932（ 昭和 7）　大谷大学　事務職員
1923（ 大正 12）　「稟授一級」をうける
1933（ 昭和 8）-1942（ 昭和 17）　大谷大学　嘱託教授
1941（ 昭和 16）02/03　「親授一級」をうける
1943（ 昭和 18）04/01-1944（ 昭和 19）03/31　大谷大学　専門部教授
1950（ 昭和 25）02-10　鹿児島教務所長兼鹿児島別院輪番
1950（ 昭和 25）10-1952（ 昭和 27）03　東本願寺内務局に出仕
1951（ 昭和 26）-1960（ 昭和 35）03　大谷専修学院講師
?　　嗣講となる


































確認されている（例えば，西本が昭和 46 年 11 月と昭和 47 年 1 月に久濟寺に宛て
た二通の葉書が現存しているが，前者においては宛名の寺院名は「久齊寺」と記さ
れており，後者には「久濟寺」と記されている）が本稿では一貫して「久濟寺」と























一般的なものになっている；Schopen (2001: 100): “There has been a marked tendency 
even in scholarly literature, to refer to “the Vinaya”, as if there were only one, when in fact 
the actual reference is only to the Pāli Vinaya.”
境野（1928）；佐藤（1972）；佐藤達玄（2008）．
cf. Hirakawa (1982:11): “[The Mūlasarvā stivāda-vinaya is] about four times longer than 
other vinayas.” Clarke (2016-2017:204): “To put this in context, at 221 juan, the 
Mūlasarvāstivāda-vinaya would have been approximately　seven times longer than the 
Mahīśāsaka-vinaya, six times the length of the Mahāsāṃghika-vinaya, and four times that 










































































含む重要文献であることが明らかになっている；Kishino（2013: 39, esp. §§ 
5.1-5.3.），Clarke（2015: 76），Kishino（2016: esp. 238; 244, § 2.5.1）．
同著者が 1954 年（昭和 29）にまとめたサンスクリット語で現存する Prātimokṣa-
sūtra の日本語訳の手稿も 1969 年に出版されている : 増田臣也『梵文波羅提木叉











































たもので，チベット語訳でも現存する（前者については Clarke 2002, Kishino 2013














































㆑ルを指摘していることに度々言及している；e.g., 八尾（2011:13, 33-37, 40, 42-43, 
48, 50, 52-53, 55, 57）．




網経』，第 13-14 巻『弥沙塞部和醯五分律』，第 15 巻『毘尼母経』『薩婆多毘尼毘婆
沙』（上），第 16 巻『薩婆多毘尼毘婆沙』（下）『薩婆多部毘尼摩得勒伽』，第 17 巻










































































































『東京白楊便り』Vol. 38:4：「……明治 34 年の「北海道庁立函館中学」への改称
と併せ，これをもって現在の同窓生がよく知る「旧制函館中学」の完成を見たよう
である。」






















































しておられた井上善次郎博士の別宅を借りて準備をしてくださり，明治 36 年 5 月













る；cf. 岩田文昭代表 JSPS 科研費 16K02181 の成果の一つである「近角常観研究資
料サイト」（http://chikazumi.cc.osaka-kyoiku.ac.jp/）．なお西本が投じた書簡は，その
サイトからアクセス可能な書簡目録の no. 3366（大正 3 年 4 月 8 日），6897（明治
45 年 7 月 10 日），8554（大正 3 年 1 月 1 日）である。
























いるものの（大正 4 年『眞宗大谷大學一覧』43），大正 5 年度から 7 年度にかけて
は「七祖釈，天台講座，律要旨」というように「律要旨」なる科目を担当しており
（『眞宗大谷大學一覧』大正 5 年：36；大正 6 年：36；大正 7 年：36），さらに大正


































講師に当たると思います。」；cf. Schroeder（2015:205, n. 24）:““Kōshi 講師 ” (lecturer) 
is the highest scholarly rank within the Ōtani organization. According to regulations 
established in August 1930, rank is bestowed by the Chief Abbot following a 
recommendation from the Head of Doctrinal Affairs. The first rank of jungakushi 准学師 
(associate scholar) is obtained by graduating from Ōtani University. Jungakushi can proceed 
to the second rank of gakushi 学師 (scholar) by completing at least three credits in both 
Buddhist studies and Shin studies and also submitting a research paper, which is evaluated 
by a committee of higher-ranking scholars. The third rank of gikō 擬講 (provisional 
lecturer; lit. imitation lecturer）requires an additional three to five years of research and 
another research paper in the field of Buddhist studies or Shin studies. The fourth rank of 
shikō 嗣講 (secondary lecturer; lit. successor lecturer) requires five additional years of 
reseasrch and another research paper or presentation demonstrating outstanding excellence. 
The fifth rank of kōshi 講師 (lecturer) is then obtained by special order (tokumei 特命) of 
the Chief Abbot.”





『宗報』210 号（大正 8 年 3 月号），9：「眞宗京都中學教授ヲ命ス　西本龍山」
『宗報』252 号（大正 11 年 10 月号），8：「依願免役務　真宗京都中学教授　西
本龍山」；『宗報』252 号（大正 11 年 10 月号），19：「真宗京都中学申報　△新学期
に入りて教職員の異動は学長近藤純悟，教授西本龍山，舎監兼教授遠藤義観の三氏
は八月退職，其後任として……」














特殊大族賞，2 特殊族賞，3 一等族賞，4 二等族賞，5 三等族賞，6 四等族賞，7 五
等族賞，8 六等族賞，9 七等族賞，10 八等族賞），恩賞に八等あることが規定され
ている。
この「稟授一級」というのは宗務役員の身分のことのようである。cf. 華房




『宗報』260 号（大正 12 年 7 月号），9：「任大谷大学書監　列稟授一級（五，一）　
擬講　西本龍山」；cf. 大正 12 年の『大谷大學要覧』52：「一現在教職員（大正十二






大正 14 年『大谷大学要覧』78；cf. 大正 14 年『大谷大学要覧』55：「圖書監ハ圖
書館長ノ命ヲ承ケ圖書館ニ關スル事務ヲ總掌ス」また西本は大正 15 年 11 月に大阪
で開催された第三回全国専門学校図書館協議会に大谷大学の代表として出席してい
る：cf.『会報：全国専門学校図書館協議会』3 号（1927）：32. 大正 15 年の時点で
も西本は「図書監」だったのであろう。
昭和 2 年『大谷大學要覧』88；cf. 昭和 2 年『大谷大学要覧』49：「幹事ハ上長ノ
命ヲ承ケ教務會計學生及圖書館ニ關スル事務ヲ總掌ス」

































『大谷大学要覧』昭和 9 年：81：「佛典基礎学　擬講 西本龍山」，昭和 12 年：
86：「大乗仏教学　西本龍山」（なおこの年の授業は義浄の『南海寄帰内法伝』の講
読だったようである。この年の『大谷大学要覧』には英語版（“Guide to Otani 
University”）も付せられており，その 36 頁には西本の授業の内容が次のように紹
介されている：「Gijōʼs Nankaikikiden, Travels of Itsing to India (Reading.) Professor, 




『真宗』昭和 16 の 3 月号（no. 475），19：「陞列親授一級（二，三）　京都大谷専
修学院教授　西本龍山」
『大谷學報』24（3）：207：「任命　専門部教授……西本龍山（十八，四，一）」；





























昭和 20 年度から 22 年度にかけての「学部開講学科目及講義題目」は不明である。
昭和 19 年から 21 年の『大谷學報』（25-27）を見てもそれらの中には掲載されてい
ないからである。昭和 22 年の『大谷學報』には，昭和 23 年度の学部開講学科目及
講義題目が掲載されているが，やはりそこに西本の名前はない。
『真宗』昭和 25 年 8 月号（no. 571）：8：「内務局地方賛事に鹿児島教務所長兼鹿
児島別院輪番四辻尤敬，後任西本龍山
（二・一四）」
『真宗』昭和 25 年 11 月号（no. 574）：8：「内務局出仕に鹿児島教務所長兼鹿児島
別院輪番西本龍山（一○・三○）」
























た 1956 年（昭和 31）に出版された宮本正尊編『仏教の根本真理：仏教における根
本真理の歴史的諸形態（文部省科学研究費総合研究報告 No. 53）』の著者紹介にお
いても「大谷専修学院講師」と記されている。











狐野やよい氏からも西本の講師としての勤務期間は 1951 年（昭和 26）の 4 月
（西本 63 歳）から 1960 年（昭和 35）の 3 月（西本 72 歳）までである可能性が高
いことを個人的な談話を通じて教示していただいている。
『大谷大学百年史（資料編）』716.
『真宗』昭和 30 年 8 月号（no. 623）：9.
cf.「二〇一八年安居開設にあたって：安居の願いと聴講の心構え」真宗大谷派
東本願寺 HP（2019 年 4 月現在）の「おしらせ」の項：http://www.higashihonganji.
or.jp/ 未分類 /23372/
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